
平成 23 年 3 月 22 日 
 
 

東北関東大震災被災会員の皆様へのお見舞い 
 
 

（社）中小企業診断協会役員一同 
 
 
謹啓、今回の世界最大級の巨大地震に被災されました会員の皆様に対しまして、役員一 

同心よりお見舞い申し上げます。 
皆様とともにご親戚様､ご友人様などにも、被害の少ないことをお祈り申し上げます。 
3 月 11 日の地震発生以来、通信手段の混乱が続き、個人的にはご連絡をさせていただけ

た場合もありましたが、協会といたしましては、かえってご迷惑をお掛けするのでは恐縮

に存じ、今日に至りようやく、お見舞いを差し上げることとなりましたことを、お詫び申

し上げます。 
被災地では、震災の傷跡の中、地域の皆様が助け合ってご協力され、元気に復興への道

を歩み始められたとの報道に、遠隔のため何もできないもどかしさを感じ、申し訳なく存

じております。 
また、今まで経営診断の場を提供されました多くの中小企業者の方も被災され、設備を

失い、従業員もそれぞれ避難され、経営の継続もままならない事態も多発しているものと

推定しております。 
このような状況の中小企業の皆様に、中小企業診断士の専門分野であります新たな経営

再構築への勇気をお勧めいただき、一日も早い復興をご支援されますよう、お祈りしてお

ります。 
この面で、ご希望がございましたら、ご意見をお寄せいただき全国組織として何らかの

お手伝いができないかを検討させていただきたいと考えております。 
いまだに余震が続き、放射能も懸念されます被災会員の皆様､どうぞ再興の希望を強くお

持ちくださり、元気なご活躍が始まりますようお祈り申し上げ、お見舞いの言葉とさせて

いただきます。 
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